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１【提出理由】

当社は、2018年８月９日開催の取締役会において、ファスフォードテクノロジ株式会社（以下

「ＦＦＴ」といいます。）の発行済株式の100％を取得し、子会社化することについて決議し、株

式譲渡契約を締結いたしました。

これに伴い、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第

２項第８号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

（１）取得対象子会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の

額及び事業の内容

① 商号          ： ファスフォードテクノロジ株式会社

② 本店の所在地  ： 山梨県南アルプス市下今諏訪610番地５

③ 代表者の氏名  ： 代表取締役社長　　富士原　秀人

④ 資本金の額    ： 100百万円（2018年３月31日現在）

⑤ 純資産の額    ： 3,092百万円（2018年３月31日現在）

⑥ 総資産の額    ： 6,339百万円（2018年３月31日現在）

⑦ 事業の内容    ： 半導体製造装置の設計、製造、販売、修理及び保守等のサービス

 

（２）取得対象子会社の最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、経常利益及び純利

益

（単位：百万円）

 2016年３月期 2017年３月期 2018年３月期

売上高 7,041 10,474 9,288

営業利益 577 706 733

経常利益 546 626 681

当期純利益 397 490 555

 

（３）取得対象子会社の当社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

資本関係   記載すべき関係はありません。

人的関係   記載すべき関係はありません。

取引関係   記載すべき関係はありません。

 

（４）取得対象子会社に関する子会社取得の目的

当社は、世界有数の産業用ロボットメーカーとして、電子部品実装ロボットやロボット搬送

システムを搭載した工作機械の製造販売を主力事業とすると共に、事業枠に捉われずに新規事

業にも取り組んでおります。

主力製品の電子部品実装ロボットは、高速且つ高精度実装を実現し、圧倒的なパフォーマン

スにより、世界トップクラスのシェアを誇っております。製品の高精度化、製造業の自動化を

見据え、業界のリーディングカンパニーとして、日々進化する顧客のニーズを的確に捉え、一

歩先を行く製品の提供に努めております。

ＡＩ（人工知能）、自動運転、データセンター、自動車、通信機器、産業機械等、今後も幅

広い分野で更なる成長が期待できる半導体市場に注目し、半導体後工程及び電子部品実装工程

の両方を含む生産ライン全体を対象とするソリューション強化と次世代技術の提案力強化を図

るため、半導体後工程のダイボンディング装置を設計、製造、販売しているＦＦＴの子会社化

を決定いたしました。
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ＦＦＴはＤＲＡＭやＮＡＮＤ等のメモリ向けダイボンディング装置で世界トップクラスの

シェアを誇っており、市場ニーズを的確に製品開発に反映させ、新機種を適時リリースするス

ピーディな技術開発力を有しております。また有力なＯＳＡＴ（半導体後工程受託生産会社）

やＩＤＭ（自社ブランドの下、回路設計から製造、販売まで全てを行うデバイスメーカー）に

数多くの納入実績があり、業界の主要顧客に対して高いプレゼンスを有しています。

当社は、ロボットソリューション事業の拡大を加速させ、業界のリーディングカンパニーと

してのポジションの強化を推進いたします。

また、当グループは、電子部品実装ロボットで培った独自技術とＦＦＴの半導体関連技術の

連携により、両分野にまたがる新しい事業領域に対し、新たな価値を創造する製品開発に、よ

り一層注力すると共に、産業用ロボット及び半導体製造装置メーカーとしての総合提案力を強

化していきます。

 

（５）取得対象子会社に関する子会社取得の対価の額

ＦＦＴの普通株式　　                           21,800百万円

アドバイザリー費用等（概算額）　　　　　　　　　　 172百万円

合計（概算額）　　　　　　　　　　　　　　　　　21,972百万円

 

以上
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